
    
 

 

 

前期人権同和教育旬間がありました前期人権同和教育旬間がありました前期人権同和教育旬間がありました前期人権同和教育旬間がありました    

    

校長講話校長講話校長講話校長講話    ひび割れ壺と少年ひび割れ壺と少年ひび割れ壺と少年ひび割れ壺と少年        読み聞かせ読み聞かせ読み聞かせ読み聞かせ    
    

    5 月は前期人権同和教育旬間でした。校長先生の 

「ひび割れ壺と少年」の読み聞かせに全校生徒が聞き入りました。 

誰にでもある欠点や弱さを生かしながらどう生きたらよいか考え 

ました。 

 

☆☆☆ 「ひび割れ壺と少年」の感想 ☆☆☆ 

 

・ひび割れ壺は自分が水を漏らして、半分まで水を減らしてし 

まうので役立たずだと思っていたけれど、少年がひび割れ壺か 

ら漏れる水の道に花の種をまいて、その水のおかげで花が咲い 

ていると伝えていた。少年はその壺の特徴を生かして、良い方 

向に持って行こうとしていることが伝わってきた。クラス内でも、 

個人個人の特徴を良い方向に持っていくことが大事だと思った。 

  

・自分に欠点があったりすると、それを恥ずかしく思ってしまうことがあります。けれど、 

今日絵本の読み聞かせしてもらって、少し今の自分のままでいいと思えた気がします。自分

の欠点だけでなく、相手の欠点も受け止められる心の広い人間になりたいと思いました。 

 

・校長先生の話を聞いて一番に思ったことは、どんな欠点があってもそれもその人の個性だ

と言うことを思った。たとえ、ひびがあってもそのひびを生かして花を咲かせられるように、 

その人の欠点を使って良いことが出来ると思った。だめな人間はいないと改めて思った。 

    

ハンセン病について学ぶハンセン病について学ぶハンセン病について学ぶハンセン病について学ぶ    
     

人権同和教育旬間中、3 年生はハンセン病について学習を深めました。 

ハンセン病は伝染力が弱く、１９４６年にプロミンという特効薬ができ、治る

病となっても、日本ではらい予防法によって患者は隔離されていました。１９

９６年にらい予防法が廃止されましたが、その間患者やその家族もは偏見・差

別されました。 

5 月３１日には塩田にお住まいの伊波さんに講演をしていただきました。  
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・もし自分が同じように急に「明日から家族と離れて知らない場所で暮らせ」と言われたら 

すごく辛いだろうし、同じように泣いてしまうだろうなと思いました。 

 勉強をしたいという夢をあきらめずに、勇気を出して行動していてすごいなと感じました。 

 本当は治る病気でも、イメージだけで差別や偏見がおこり、それがこんなに長く続いてし

まうのは悲しいと思いました。正しい知識で判断することが大切だと思いました。 

 差別を無くし､間違った法律をなくすために努力した人達や、ハンセン病のことを知るた

めに中学生が行動したと言うことを聞いて、自分にも出来ることは有ると思いました。 

 今回のお話しを聞いて、ハンセン病にかかった人達の気持ちや、自分がどうしてったらい

いのかについてとても考えさせられました。 

 

・最初に伊波さんが塩のホールに入ってくる前に、手足が変形してしまったりするのがハン

セン病だというのを思い出して、伊波さんはどうなってしまっているのだろうと思った。右

手の指が変形しているのが見て取れた。他にも理由はあるだろうけど、たったこれだけのこ

とで差別や偏見を受けてしまうのかなあと思った。特効薬もできて、感染もしないって証明

されてるはずなのに、日本は間違った法律を守り続けてきたのは何でだろう・・・ 

いままでハンセン病は聞いたことがあるだけだったけど、今回の人権同和教育で関心がもて

た。伊波さんが住んでいるところも、僕と同じ地区だと知って親近感もわいた。今も療養所

から出られない人が全員出られると良いと思った。 

 

・中学生の時にハンセン病にかかって１４歳の時に家族と一緒に暮らすことができなく、伝

染する病気でもないのに隔離されて伊波さんがどれだけ辛い思いをしてきたかは、講演を聴

いただけじゃわからないけど、昔から差別があったと聞くと同じ日本人として心が苦しみま

す。そして、伊波さんを含むハンセン病にかかり、差別に苦しむ人を隔離し、差別をした人

を許せません。隔離された人は心も身体の傷は一生消えることはありません。しかし、消す

ことは出来ませんが、ハンセン病のことをもっとよく知り、ハンセン病は伝染病じゃないこ

との事実を広め、差別に苦しだひと、ハンセン病に苦しんだ人の思いに寄り添って、自分が

出来ることは同じ人間として差別を無くし、ハンセン病に苦しむ人によりそっていきたいで

す。 

 

 

連絡 
＊６月９日（土）、１０日（日）に上小大会が行われます。申し合わせ事項を守ってくださ

い。 
（１）大会会場の応援は、所属している部活の部員とその保護者とする。 

（２）会場使用上の注意を守る。 

（３）学校生活の一環として行っているので、学校生活のルールを守る。 

 

 

＊進路だより No.5 体験入学実施日訂正 

 

上田千曲高校 8／３１（火）        ７／３１（火） 

 


